
Neighboring town

水戸市
水戸まちなかフェスティバル2024
　～帰ってきたストリート文化祭～
　水戸まちなかフェスティバルが時期を変え、５年
ぶりに水戸のまちなかに帰ってきます！
　中心市街地のメインストリートを舞台に、これま
で同様アート、ワークショップ、グルメを楽しめる
のはもちろん、ステージでは高校生や市民によるス
テージパフォーマンスが開催されるなど、子どもか
ら大人まで楽しめ
る企画が盛りだく
さんです。
ぜひ、ゴールデン
ウィークは水戸のス
トリート文化祭で楽
しい一日をお過ごし
ください！

笠間市
第53回笠間つつじまつり
　園内には、さまざまな品種のつつじが植えられて
おり、見頃を迎えると、小高い山一面が真っ赤に染
まります。
　ゴールデンウィー
ク期間中には、ツリ
ークライミングやお
囃子など多彩なイベ
ントも開催しますの
で、春の笠間へぜひ
お越しください。

▶日　時 ５月３日（金・祝）
 午前10時～午後４時
▶会　場 水戸市中心市街地（国道50号等）
詳細は下記ホームページをご覧ください。
https://www.city.mito.lg.jp/site/mito-fes/
　【問合せ先】水戸市　商工課
　　☎ ０２９－２２４－１１１１（内線3023）

▶期　間 ４月13日（土）～５月６日（月・振）
▶会　場 笠間つつじ公園（笠間市笠間616-7）
▶入園料　 大人：500円（高校生以上）
 ※中学生以下および障害者手帳をご提示の方は
 　無料（障がい者1名につき介護者1名無料）
 ※団体割引（20名以上）は100円引き
　【問合せ先】(一社）笠間観光協会
　　☎ ０２９６－７２－９２２２
　　笠間観光協会ホームページ
　　https://www.kasama-kankou.jp/page/dir000126.html
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春
は
、
気
候
は
も
ち
ろ
ん
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と
、
新
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タ
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」
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日
々
の
寒
暖
差
に
伴
う
体
温
調
節
や
、

新
し
い
環
境
で
の
心
の
疲
労
な
ど
、
「
変

化
」
に
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こ
と
が
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リ
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な
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よ
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と
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や
果
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よ
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ラ
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が
け
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と
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ラ
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ま
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。
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ま
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イ
ク
リ
ン
グ
、
水
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で
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。

日
常
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活
の
中
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増
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す
工

夫
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ま
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え
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れ
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だ
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（
評
）片
岡
さ
ん―

「
乗
込
み
」と
い
う
勢
い
に
満
ち
た
季

語
を
初
句
に
据
え
る
。涸
沼
の
浅
瀬
で
産
卵
し
よ
う
と

す
る
鯉
の
姿
を
、生
命
力
の
象
徴
と
し
て
切
り
取
っ
た
。

鳥
羽
田
さ
ん―

真
っ
白
な
暦
を
前
に
思
い
を
巡
ら
す
作

者
。こ
こ
に
書
き
込
む
内
容
が
増
え
る
ほ
ど
、充
実
し
た

人
生
へ
の
期
待
が
広
が
る
だ
ろ
う
。い
く
つ
に
な
っ
て
も

今
が一番
自
由
な
の
だ
。白
田
さ
ん―

三
寒
四
温
と
言
い

難
い
昨
今
の
寒
暖
差
に
は
困
ら
さ
れ
る
。「
春
」の
到
来

を
待
ち
わ
び
る
、実
感
に
満
ち
た一句
と
な
っ
た
。

（
評
）佐
藤
さ
ん―

上
の
句
の
リ
ズ
ム
が
絶
妙
。被
災

地
の
ニュ
ー
ス
を
見
て
の
感
慨
を
自
然
体
で
詠
む
。心

に
留
め
お
き
た
い「
当
た
り
前
の
幸
福
」。小
堤
さ
ん

―

お
孫
さ
ん
達
の
驚
く
姿
が
悲
鳴
と
と
も
に
浮
か
ん

で
く
る
臨
場
感
あ
ふ
れ
る
歌
に
な
っ
た
。筑
波
颪
の

洗
礼
を
受
け
た
と
い
う
石
岡
駅
。地
域
色
の
あ
る
貴

重
な一
首
。中
島
さ
ん―

面
白
い
発
見
の
あ
る
日
常

詠
が
得
意
な
方
だ
。鍋
の
噴
き
出
し
口
か
ら
鍋
が
文

句
を
言
う
。歌
の
た
め
の
ア
ン
テ
ナ
が
輝
い
て
い
る
。

き
ゅ
う

ふ　

と　

ん

○
家
が
無
い
電
気
が
来
な
い
水
が
無
い

あ
た
り
ま
え
が
幸
福
な
ん
だ

佐
藤
よ
し
子（
谷
田
部
）

煙
石
岡
の
駅
に
降
り
立
つ
孫
の
悲
鳴
筑
波

颪
の
洗
礼
受
け
て小堤

美
智
子（
小　

堤
）

煙
こ
の
鍋
も
何
か
文
句
が
あ
る
ら
し
く

い
つ
も
こ
こ
か
ら
噴
き
出
し
て
い
る

中
島
三
千
代（
桜
の
郷
）

　

一
幅
の
掛
絵
と
な
る
や
し
ら
梅
の
満

開
な
り
て
澄
み
た
る
み
空

二
宮
不
二
子（
大　

戸
）

　

飛
来
し
て
白
鳥
達
が
呼
び
掛
け
る
背

す
じ
伸
ば
し
て
歩
き
な
さ
い
と

内
田　
　

理（
長　

岡
）

　

神
社
被
災
ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台
で
福
は

内
豆
を
手
に
し
た
子
供
ら
は
笑
む

河
野　

久
子（
網　

掛
）

　

ふ
い
に
来
て
あ
っ
と
言
う
間
に
奪
い

去
る
自
然
災
害
家
を
命
を

白
田　

美
鶴（
網　

掛
）

　

初
給
料
の
孫
よ
り
羽
毛
布
団
贈
ら
れ

て
目
頭
熱
く
朝
夕
手
合
わ
す

鳥
羽
田
早
苗（
鳥
羽
田
）

　

梅
桜
桃
の
つ
ぼ
み
も
膨
ら
ん
で
弥
生

三
月
庭
の
華
や
ぐ

浦
井　

正
子（
宮
ヶ
崎
）

　

初
物
は
何
と
美
味
し
い
筍
に
た
ら
の

芽
て
ん
ぷ
ら
す
ぐ
時
期
が
来
る

大
場　

邦
男（
長　

岡
）

○
の
っ
こ
み
鯉
背
び
れ
見
せ
た
り
涸
沼
か
な

片
岡　

忠
彦（
長　

岡
）

煙
余
生
な
お
夢
ふ
く
ら
ま
し
初
暦

鳥
羽
田
早
苗（
鳥
羽
田
）

煙
か
じ
か
み
て
春
は
名
の
み
の
指
の
先

白
田　

美
鶴（
網　

掛
）

　

白
梅
や
真
白
き
猫
の
寝
息
か
な

佐
藤
よ
し
子（
谷
田
部
）

　

鉢
植
え
の
芽
が
出
ま
し
た
ね
春
し
ら
せ

富
田　

満
男（
小　

幡
）

　

地
に
潜
る
虫
も
戸
惑
う
野
焼
か
な

野
口　

秋
夫（
上
石
崎
）

　

風
そ
よ
ぐ
長
い
袂
の
梅
大
使

浦
井　

正
子（
宮
ヶ
崎
）

　

梅
の
香
は
白
寿
迎
え
し
義
姉
に
舞
う

髙
見　

英
子（
大　

戸
）

　

母
ゆ
ず
り
振
袖
嬉
し
孫
二
十
歳

村
井　

孝
子（
長　

岡
）

　

か
さ
か
さ
と
唇
荒
れ
て
涅
槃
西
風

小
堤
美
智
子（
小　

堤
）

【問合せ先】 秘書広聴課　協働推進グループ ☎０２９－２９１－８８０２（直通）
　　　　　　　　※４月１日以降
 　桜の郷コミュニティーセンター ☎０２９－２１９－００４４

　令和６年４月から、茨城町桜の郷コミュニティーセンターの諸室の貸し出しを開始します。
　町民の皆さまの交流活動や地域のコミュニティー活動などに、是非ご活用ください！
▶施設の名称及び所在地
　　桜の郷コミュニティーセンター（茨城町桜の郷３１１４－９）
▶開館時間
　　午前８時30分～午後５時
▶休館日
　　毎週月曜日及び木曜日
　　※祝日の場合は、その翌日が休館日となります。
▶各諸室の使用料

茨城 桜 郷 諸室 貸 出 開始

令和６年４月から が使用できる
ようになります！

＜集会室１＞ ＜調理室＞

使用方法や施設の詳細など、詳しくは下記までお問い合わせください。

２，０００円
１，０００円
２，２００円
８００円

５，０００円

集会室１
集会室２
調 理 室
和　　室
全　　室

諸室名
時間帯別使用料

午　前
(９時～12時30分)

午　後
(１時～４時30分)

２，０００円
１，０００円
２，２００円
８００円

５，０００円

HPはこちら

▲
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